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「動く地図」とは、人々が携帯端末で発信する言語情報を位置情報と共に
ウェブを介してリアルタイムに取得し、地図と組み合わせることで「いま・
ここ」で行われている行為を可視化するシステム。

さまざまな実空間での人々の行為が可視化され、たと
えば店舗や施設の情報と「動く地図」を通して結びつく
ことにより、空間のレイアウトの持つ潜在的なアフォー
ダンスがシステマティックに計算する。それを顕在化さ
せることにより、新しいコミュニケーションやサービス
が創出されることが期待される。


